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教科書にみる「自問史」の扱い方一他国との関わり記述を中心に
日本人の自国i!鋭敏育一再検討の課題を問われたら

ど
こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
き
た

の
か
、
そ
し
て
、
ど
こ
へ
行
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
日

本
社
会
を
時
間
軸
を
中
心
に
切
り
裂
き

な
が
ら
、
自
国
の
あ
ゆ
み
を
明
ら
か
に

す
る
学
習
で
あ
る
。

小
学
校
で
は
人
物
を
中
心
と
し
た
歴

史
学
習
が
、

中
学
校
と
高
校
で
は
通
史

の
学
習
が
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
通

史
と
は
、
原
始
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史

を
、
時
間
軌
を
中
心
に
、
政
治

・
経

済
・
社
会

・
文
化
の
よ
う
な
諸
分
野
に

わ
た
っ
て
総
合
的
に
と
ら
え
、
叙
述
す

る
も
の
で
あ
る
。

2

中
学
校
で
の
歴
史
学
習
の
実
態

中
学
校
で
の
歴
史
学
習
で
は
、
一
年

生
か
ら
二
年
生
の
お
わ
り
ご
ろ
ま
で
に

九
回
ほ
ど
の
試
験
が
実
施
さ
れ
る
。
試

験
ご
と
の
出
題
範
囲
は
、
一
般
的
に
は

そ
の
時
期
に
学
習
し
た
内
容
に
な
る
。

そ
の
結
果
、
試
験
で
関
わ
れ
る
の
は
、

時
間
軸
を
中
心
と
し
た
時
代
の
変
化
よ

母国の教科書にみる「自国史」の扱い方

政幸馬居
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り
も
、
そ
の
時
代
ご
と
の
政
治

・
経

済

・
社
会

・
文
化

・
国
際
関
係
の
内
容

や
相
互
の
つ
な
が
り
が
中
心
に
な
る
。

ま
た
、
時
代
と
い

っ
て
も
、
教
科
自

の
時
代
区
分
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

古
代

・
中
世

・
近
世
で
は
な
く
、
飛

鳥

・
奈
良

・
平
安
と
い
う
細
か
な
時
代

区
分
に
な
っ
て
お
り
、
古
代
社
会
や
中

世
社
会
と
し
て
の
認
識
が
得
に
く
く
、

そ
の
変
化
が
理
解
し
に
く
い
。

中
学
校
で
の
歴
史
学
習
が
、
通
史
を

学
ぶ
こ
と
を
ね
ら
い
に
し
な
が
ら
、
現

実
に
は
、
細
か
な
時
代
区
分
ご
と
の
、

そ
れ
も
政
治
・
経
済

・
社
会

・
文
化

・

国
際
関
係
と
い
っ
た
分
野
の
学
習
に
切

り
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
自
国
の
あ
ゆ
み
が
み
え

て
く
る
歴
史
学
習
に
は
な
り
え
な
い
。

中
学
校
で
の
歴
史
教
育
を
自
国
の
あ

ゆ
み
の
み
え
る
通
史
学
習
と
す
る
た
め
、

歴
史
学
習
に
お
け
る
生
徒
の
認
識
の
実

態
を
考
慮
し
た
も
の
に
改
善
し
な
け
れ

一

初

等
学
校
社
会
科
の
韓
国
史
か
ら

教
科
借
問
題
を
代
表
に
、
斡
国
の
教
科
件

に
つ
い
て
は
、
近
代
日
本
の
侵
略
と
か
か
わ

っ
て
、
中

・
高
等
学
校
の
国
史
が
紹
介
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
私
も
か
つ
て
本
誌
で
メ
デ

ィ
ア
論
の
観
点
か
ら
、
太
平
洋
戦
争
に
閲
す

る
日
韓
の
中

・
高
校
教
科
書
の
比
較
を
行
っ

た
。
だ
が
、
本
稿
で
は
自
国
史
を
体
系
的
に

始
め
て
学
ぶ
初
等
学
校
（
韓
国
の
小
学
校
、

九
五
年
度
ま
で
は
国
民
学
校
）
六
年
の
教
科

書
「
社
会
科
6
1
1
」
を
用
い
た
い
。

ま
ず
最
初
に
取
り
上
げ
た
い
の
が
目
次
が

記
さ
れ
た
見
開
き
2
頁
、
次
頁
の
図
ー
で
あ

る
。
絵
の
下
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
、
「
通
信

使
行
列
図
の
一
部
分
一

1
7
1
1年
、
朝
鮮

の
正
使
を
乗
せ
た
駕
簡
が
日
本
人
の
使
令
、

軍
令
の
護
衛
を
受
け
な
が
ら
日
本
の
首
都
に

向
か
っ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

鞠
国
初
等
学
校
の
教
育
課
程
は
、

円
本
よ

り
独
立
（
光
復
）
後
、
日
本
と
同
様
に
米
国

（韓
国
で
は
美
園
）
の
強
い
影
響
力
の
も
と

で
改
革
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
と
ほ

ば
な
ら
な
い
。

3

「分
野
別
」
歴
史
学
習
の
提
案

中
学
校
で
の
、
政
治
史

・
経
済
史
・

社
会
史

・
文
化
史

・
国
際
関
係
史
と
い

っ
た
「
分
野
別
」
歴
史
学
習
を
提
案
す

る。
「
分
野
別
」
歴
史
学
習
と
は
、
日
本

の
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た

の
か
を
、
各
分
野
ご
と
、
時
代
に
よ
る

変
遷
を
繰
り
返
し
学
習
す
る
も
の
で
あ

る。
通
史
に
必
要
な
理
解
は
、
最
終
的
に

は
時
間
軸
に
よ
る
日
本
社
会
の
変
化
で

あ
る
。
通
史
を
構
成
す
る
分
野
ご
と
に
、

時
間
軸
を
何
度
も
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
の

中
学
校
段
階
で
の
、
通
叱
に
付
す
る

分
析
的
な
「
分
野
別
a
齢
川
由
R

・F
習
の
う

え
に
た

っ
C
、
は
し
め
・
、
高
崎
で
の

A
H
的
伝
川
巾
k

即
卸
m
が
勾
舵
に
ぽ
る
．
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ぽ
同
じ
。
ま
た
、
韓
国
の
子
供
が
自
国
の
歴

史
を
体
系
的
に
教
わ
る
の
も
日
本
と
同
様
に

初
等
学
校
六
年
の
社
会
科
で
あ
る
。

た
だ
し
、
教
科
告
は
教
育
部
（
韓
国
文
部

省
）
が
発
行
す
る

一
冊
の
み
。
そ
の
目
次
の

背
長
に
用
い
ら
れ
た
の
が
、
江
戸
時
代
の
日

本
を
訪
れ
た
朝
鮮
通
信
使
の
絵
で
あ
る
。
日

本
の
武
士
に
護
衛
さ
れ
、
堂
々
と
駕
龍
に
乗

っ
て
最
新
の
文
化
を
日
本
に
伝
え
（
教
え
）

る
誇
り
高
き
先
進
国
、
こ
れ
が
国
民
が
最
初

に
学
ぶ
自
国
史
教
科
書
の
扉
に
描
か
れ
た
大

韓
民
国
の
自
画
像
に
な
る
。

二
民
族
の
独
立
と
誇
り
へ
の
戦
い

だ
が
後
進
国
（
中
国
と
の
関
係
で
は
弟
）

の
日
本
に
、

二
度
に
渡
っ
て
国
土
を
侵
略
さ

れ
た
の
も
事
実
。
そ
の
こ
と
を
含
め
、
子
供

へ
の
自
国
史
教
育
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た

め
に
作
成
し
た
の
が
資
料
ー
で
あ
る
。

図
1
の
ハ
ン
グ
ル
文
字
の
部
分
が
、
資
料

1
の
大
項
目
（

i
i
m
）
と
中
項
目
（
1

1
3
1
そ
れ
に
本
文
か
ら
暫
き
抜
い
た
小

項
目
（

ω1ω
）
を
加
え
た
も
の
。
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ま
た
、
日
本
と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
項
目
に
下
線
、
そ
の
内
容
が
朝
鮮
通
信
使

の
よ
う
に
、
韓
国
の
日
本
へ
の
影
響
が
中
心

で
あ
る
場
合
は
（

O
）、
中
心
で
は
な
い
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
項
目
に
（

O
）、
逆
に
日

本
の
侵
略
中
心
の
小
項
目
に
（
企
）
、

一
部

そ
の
よ
う
な
項
目
に
（
ム
）
を
付
し
た
。

こ
の
下
線
と
記
号

が
付
い
た
項
目
の
量
か
ら
、
韓
国
の
自
国
史

は
日
本
と
の
関
係
抜
き
に
は
語
れ
な
い
こ
と

が
理
解
で
き
よ
う
。

6年一lJの構成 （大 ・中・ 小項目の翻訳）

（~）例鮮通信使（。）

(3団組z..(6) (4）千塁線と起盤軽量

(3）経済発炭と民主主義

(3遡些皇旦主堕（A.)(4）斥和砕

「社会教科谷

I.民族国家への発l版
1.立派な指i厚者たち

(1）澄君王倹（2塗些i宣（Ol(3）樹承老（4）世宗大玉と＇＊ w
2.国土を守ってきた民族

(1）穫水（清泉江）の大勝（2）三別抄

3.わが民1fjJ_の海外活動

(1）金量主主主（。）(2）新縫幼 ω）恕澗~
II.近代化の努力

l.去裳迎Iih.(6) 
(1）実学者朴右上源 (2）裕容伝

2 . 変わってきた国の~
(1）門戸開放（6)(2）電話・と汽事 ω独立協会（A.)(4）開化迎動

3 . 里壁~盤（企）
(1）哩盤整宜堕（•） (2) 3・I運動（＆｝｛幻i'f山箆の大勝（A.)

Ill.国民生活と政治

1.わが国民主主義の苦llM
(1）大磯良図とjg法（2)6・25と民主政治

2.民主国家の政治生活

(1）国民参加lの政治（2）国民の要求と政治 （3）民主市民の受任と義務

3.現在の民主政治制度

(1)国会｛幻行政府（刀法院（4）地方自治制度

資料1

2.国土を守ってきた民族Jの小項目の学習

〔研究

「I．民族国家への発展

課題と研究限題

｛］）磁水 (t肖泉江）の大勝

ri-s句鴎は~ii と店の侵略をどのよう に返付たかについて理解しようJ
〔研究新経と百務は外敵の侵入をどのように退げたかについて調べてみよう〕

(2）三別抄

f向随時代には．北方民自主の佼入をどのように防いだのかについて理解しようJ
〔研究 高鹿が宋に近づき，契丹族と女其族を遼ざりたわけについて理解しよう〕

〔研究三別抄の抗般から払たちが何を見習うべきかについて討議してみよう〕

(3）閑山島の大勝（＆）

「壬l長倭乱の時．私たちのtll先はどのように日本の111隊を退け，図を守ったかに
ついて理解しようJ
〔研究李舜将mが外敵を;a砂た時， 使ったすばらしい戦術について調べて発表
してみよう〕

壬辰倭乱の時， 勇敢に外敵を退けた主主兵たちの話を~べて発表してみよ

う〕

(4）斥和僻

r~nar-後期に西洋の野カがおしよせてきた。その時， わが祖先はどのように対処
したかについて理解しよう」

〔研究県l宣大院~が西洋の勢力を受入れ仕かったことは良かったのか恕かった

のかについて討議してみよう〕

興立大院むが退いた後．世界の国々に門戸を聞いたわりについて埋解し

よう）
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〔研究

資料2



r I .民族国家への発展
(1)盆盟主主主｛。｝
「三同時代に先祖たちが日本に渡り活動したようすについて理解しようj

（研究次の写真を見て，わが国と日本の文化はどんな関係を符っているかを鉱してみよう

｛東京近郊のE哲郎神社，車車関と日本の半蜘思惟像の写真）〕
(2）新紐坊

「新総坊はどのようにして生まれたのか，新経人の海外進出のようすはどのようなものであっ

たのかについて理解しようj

〔研究 新桜が庇から受l:t入れた文化にはどんなものがあるかについて理解しよう〕
〔研究明3保A誌の活動をもっとくわしく翻べてみよう〕
｛幻想澗波

「荷鹿人たらは他の国々とどのように交旅していたかについて迎解しようJ
［訓f~l 近来， 新1iのがI•合で発見された宝物を高麗と関連させて服してみよう〕
〔研究 i昭郎骨折t，巾闘に渡り，その名を厳かせた学者や僧侶の活動について側べてみよう〕

(4）朝鮮通信使 （。）

「朝鮮liJH普伎は日本でどのような役割jを泉たし，臼本は彼らをどんな対応で迎えたかについて

理解しようJ
｛研究 わが固と円本の関係について右の事実を中心に簡単に理解しよう（わが固と日本が級

初に交流し始めたと時，わが国が日本に伝えた文化ノわが国が日本に施した助り／臼

本がわが図に助けを差し伸べたことと害を与えたこと）〕

ま
た
、
日
本
の
み
で
な
く
、

「
I

民
族
国
家
の
発
展
」

の
「
2

国
土
を
守
っ
て
き

た
民
族
」
と

「
3

わ
が
民

族
の
海
外
活
動
」
の
小
項
目

の
名
称
か
ら
、
自
国
史
教
育

の
主
要
部
分
が
、
半
島
国
家

と
し
て
、
他
国
（
民
脹
）
の

侵
略
か
ら
自
国
（
民
族
）
を

守
り
、
独
立
し
た
民
族
と
し

て
国
家
を
形
成
し
続
け
る
努

力
（
戦
い
）
の
過
程
を
、
子

供
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
を
目

的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
読
み
取
れ
よ
う
。
こ
の
こ

と
を
端
的
に
示
す
の
が
、
大

項
目
「
I
」
の
廓
の
頁
に
記

さ
れ
た
次
の
文
で
あ
る
。

「
我
々
の
祖
先
は
、
長
い
歳

月
の
問
、
満
州
と
韓
半
・
品
で

様
々
な
部
族
嗣
家
を
築
き
、

散
ら
ば
っ
て
住
ん
で
い
た
。

3.わが民自主の海外活動jの小項目の学習謀胞と研究段題資料3

そ
し
て
、
高
句
麗
、
百
済
、
新
羅
な
ど
の
新
し

い
国
を
形
成
し
、
統
一
新
羅
の
時
代
に
ひ
と

つ
の
民
族
国
家
の
形
成
を
な
し
遂
げ
た
。／

そ
の
後
、
我
が
民
族
は
統
一
さ
れ
た
単
一
民

族
国
家
を
築
き
、
文
化
を
発
達
さ
せ
て
き
た
。

ま
た
、
祖
先
は
他
の
国
の
侵
略
を
退
け
、
何

者
に
も
屈
し
な
い
国
を
保
っ
て
き
た
。
／

我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
祖
先
の
意
思
を
尊
び
、

国
を
す
こ
や
か
に
保
ち
な
が
ら
、
我
が
民
族

の
力
を

一
つ
に
凝
縮
さ
せ
、
世
界
に
光
輝
く

歴
史
を
創
造
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
た
ゆ
ま

な
い
努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

一
種
の
建
国
神
話
で
あ
る
「

1
1
ω
壇
君

王
倹
」
を
代
表
に
、
韓
国
教
科
書
に
み
ら
れ

る
実
証
性
を
こ
え
た
自
国
（
民
族
）

中
心
主

義
の
背
最
に
、
常
に
侵
略
の
脅
威
に
さ
ら
さ

れ
て
き
た
半
島
国
家
と
し
て
の
苦
闘
の
歴
史

が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

三

ア

ン
ピ
パ
レ
ン
ツ
な
世
界

本
文
の
全
体
像
理
解
の
た
め
、
各
小
唄
日

の
冒
頭
に
あ
る
「
学
習
部
題
」
と
米
同
の

「研
究
課
題
」
を
抜
き
出
し
整
理
し
た
の
が

- 18ー

資
料
2
1
4
（
紙
幅
の
制
約
の
た
め
日
本
と

の
関
係
が
深
い
項
目
の
み
示
す
）
。

ま
ず
資
料
2
。
侵
略
す
る
外
敵
か
ら
い
か

に
国
を
守
る
か
が
自
国
史
教
育
の
要
で
あ
る

こ
と
を
示
す
内
容
。
そ
の
中
心
に

豊
臣
軍
に
勝
利
し
た
「

ω閑
山
島

の
大
勝
」
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

反
日
教
育
と
短
絡
し
て
解
釈
し
て

は
な
ら
な
い
。
資
料
3
が
示
す

「

ω曇
微
と
王
仁
」

や
「

ω朝
鮮

通
信
使
」
と
関
連
づ
け
て
理
解
す

る
こ
と
が
重
要
。
侵
略
国
と
し
て

位
置
づ
け
な
が
ら
も
、
古
代
に
は

最
新
文
化
の
漢
字
や
仏
教
を
伝
え
、

秀
吉
軍
の
侵
略
後
の
近
世
に
お
い

て
も
、
最
新
文
化
と
と
も
に
通
信

使
を
派
遣
し
た
、

と
い
う
自
国
史

教
育
の
中
の
日
本
の
位
置
へ
の
型

解
な
し
に
は
、
韓
国
の
日
本
に
対

す
る
ア
ン
ピ
パ
レ
ン
ツ
な
認
識

（
位
置
）
を
解
読
で
き
な
い
。

資
料
4
は

「
H

近
代
化
の
努

力
」
の
「
3

国
権
の
守
謹
」
を
ま

と
め
た
も
の
。
個
々
の
項
目
の
内

r II.近代化の努力
(1)哩笠笠萱監
fR務の支配の下でわが民肢はどんなを維を味わったかについて湿解しようJ
〔研究 わが国が日本に主総を理事われるようになったわりについて討議してみよう〕

〔研究 臼本が35年の問，わが民族を苦しめた穏を集め，発淡してみよう〕
(2)3・li!I!動
f3・1運動はどのようにして起こり，わが民族は説ほのためにどのように戦ったか
について理解しよう」

〔研究 3・1迎動を忽こした祖先たちから我々が受け継がなければならない納仰に
関して肘給してみよう〕

いろいろな参考岱を使い，臨時政府について悶べてみよう｛臨時政府が置か

れたi時と峨所／臨時政府が独立をとりもどすためにしたこと／凶民が臨時政

府を助げるためにしたこと））

(3盟店些旦主盟
f独立運動の活動について理解しようJ
〔研究 満州や治潟州ー械が独立JJIの綴惚地になっていたわけについて理解しよう〕
〔研究学者，宗教指導者，教師たちは，日本に対しどのような独立迎動をしたのか

について理解しよう〕

3.国梅の守llJの小項目の学習課留と研究限題資料4

〔研究

容
理
解
に
止
ま
ら
ず
、
自
国
の
近
代
史
を
日

本
へ
の
抵
抗
運
動
と
し
て
し
か
掛
け
な
い
韓

国
史
の
重
み
と
痛
み
を
伴
っ
た
ト
ー
タ
ル
な

感
得
の
重
要
性
を
強
調
し
た
い
。
逆
に
、
こ

の
韓
国
の
自
国
史
を
自
己
の
歴
史
簡
の
証
明

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
日
韓
共
通
教
科
自
作
成
の
主
張
に

も
似
重
で
あ
り
た
い
。
開
由
は
既
に
韓
国
は

他
国
か
ら
侵
略
さ
れ
続
け
た
半
島
の
小
国
で

は
な
い
こ
と
。
国
民

一
人
当
た
り
の
G
N
P

が
一
万
ド
ル
を
超
え
、
世
界
で
十
一
番
目
の

大
因
。
他
方
、
米
軍
と
と
も
に
ベ

ト
ナ
ム
戦
争

に
参
戦
し
た
韓
国
は
、

ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て

侵
略
国
の
一
つ
。
韓
国
が
望
む
先
進
国
入
り

（世
界
化
）を
果
た
す
た
め
の
課
題
は
、
日
本

と
同
様
に
単

一
民
族
の
自
国
史
中
心
教
育
の

再
構
成
に
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（合
教
科
魯
の
捌
訳
は
縮
問
市
立
原
北
小
学
校
森

宏
介
教
諭
に
よ
る
も
の
。
ま
た
参
考
資
料
の
倒
釈

を
的
大
大
学
院
修
士
際
程
に
在
学
中
の
金
敬
拙
甘
さ

ん
に
お
願
い
し
た
。
お
二
人
に
心
か
ら
感
樹
し
ま

す
）

〈

静

岡

大

学

教

育

学

部

教

団

E
V

- 19ー
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社会科でr自国史」をどう教えるか

日
本
人
の
自
国
史
観
載
育

l
湾
俊
樹
の
課
題
を
問
わ
れ
た
ら
：
：
・

1
1
寸刈
1
1刈
リ

プ

一

。没
孫
。
と
ふ
ん
ば
り
の
ほ
防
火
に
学
ぼ
う
H
稲
垣
真
遺
／
桜
眼
的
思
考
の
徹
底
を
H
滝
沢
和
彦
／

一
路
史
は
す
べ
て
わ
た
し
自
身
の
隠
火
で
あ
る
日
石
川
正

一
／
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

？
”
同
情
げ
汗
何
万
円
弘
行
間
川
M
M
M
M
M作

M
m
r同
開
問
げ
同
同
γ
γ
i
m

・
教
科
書
に
み
る
「
内
国
史
」
の
扱
い
方
1
他
同
ど
の
関
わ
り
記
述
を
中
心
に

韓
国
の
教
科
書
に
み
る
「
自
国
史
」
の
扱
い
方
・
・

・

・・：
J

i

－－・：馬
居
政
幸
：
・
一足

中
国
の
教
科
書
に
み
る
「
自
国
史
」
の
扱
い
方

問

川

暁

側

一一口

戸
メ
リ
力
の
教
科
書
に
み
る
「
自
国
史
」
の
扱
い
方
：
：
：
：
j

i
－－－
中

村

哲

・一一五

E
Uの
教
科
書

に
み
る
「
自
国
史
」
の
扱
い
方
：
－J

J
・－
：：
j

i
－－・：
星
村

平

和

’zu

囚
悶
附
凶
川
問
問
凶
闘
問
附
悶
倒
倒
問
問
ハ
川
川
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
1
1
1
1
1
U

縄
文
・
弥
生
の
時
代
像
・
見
直
し
点
は
な
い
か
：
：
－J
i－－－
j

i
－－
－
：
有
田

和

正

：
宇一
五

奈
良
・
平
安
の
時
代
像

・
見
直
し
点
は
な
い
か
：
：
：
j
j
i
－
－
・
：
：
：
：
占
部
賢
志
：
＝一九

鎌
倉
の
時
代
像
・
見
直
し
点
は
な
い
か

j
i
－－－
j
i
－－・：
j

i
－－：：

渡

辺

憲

二

：
山
一一

室
町
・
戦
国
の
時
代
像
・
見
直
し
点
は
な
い
か
：

：

・
・J
i

－
－
・
：
：
友
田
靖
雄
：
内
七

安
土
桃
山
の
時
代
像

・
見
直
し
点
は
な
い
か
・
：
・
・
：
：
j

i
－
－
：
：
林
原
和
彦
：
主
一

江
戸
の
時
代
像
・

見
直
し
点
は
な
い
か
：
：
：
：
：
－
J
J
・－：：：：
：

西

尾

一

：

・歪

明
治
の
時
代
像

・
見
直
し
点
は
な
い
か
：
：
：；
：
：
：
：
：
：
：
j

i
－－
：
：
秋
山
正
道
：
元

大
正
の
時
代
像

・
見
直
し
点
は
な
い
か
：
j

i
－－
：
：
：
－j
i
－－
・
；
：
上
原
卓
：
・
ぃハr

昭
和
の
時
代
像
・
見
直
し
点
は
な
い
か

・
・：：
：；－－
j

i
－－：：：
：

斎

藤

武

夫・
：
日

戦
後
の
時
代
像
・
見
直
し
点
は
な
い
か
：
j

i
－－
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
宮
崎
俊
哉
：
－L

’
a闘
凶
嗣
悶
悶
闘
闘
悶
悶
悶
間
関
岡
図
悶
悶
悶
悶
闘
闘
闘
闘
闘
悶
W
i
l
l
i－
－

も
う
半
分
の
物
語

l
末
商
ア
ジ
ア
か
ら
兄
た
も
う

一
つ
の
日
本
j
i
－－安
藤

艶・：
1
・

文
明
へ
の
不
信
：
：
：
：
：：
j
i
－－－
J

J

・－－
j

i
－－：：

：
；
：：

j
i
－－：
本

間

昇：・
に

歴
史
は
高
藤
し
て
い
る
も
の
な
の
だ
1

・j
i
－－
：
j

i
－－：
：－

ai
－－－：
本

宮

武

憲
・
人
a

「教
科
書
が
教
え
な
い
歴
史
」
の
捕
虜
収
容
所
物
語
J

J
・－・
：
j
i
－－：
小
笠
原
幹
夫
・

日
年
前
『
マ
リ
コ
は
重
病
』・j
i－－
j
i－－：
：
j
i
－－：

・：
・・

・：
j
i
－－：飯
田

順
之・：
八四

－a尚
頃
－

a的
時
・リ
『
し
マ
hw
ま
思
う
こ
と
｜
先
達
が
語
る
自
国
史
教
育
の
A

フ
音

歴
史
教
育
の
転
換
期
に
生
き
て
：
：
・
j
i
－－：
EE－－－
J

J
・－－
j
i
－－－
－J
E
E
－
－
晶
山
昌
之
：
・
八六

自

国

史

教

育

戦

中
よ
り
も
今
の
偏
向
の
方
が
よ
り
恐
ろ
し
い
：
・
目
賀
田
八
郎
・

8

一
教
科
名
「
国
史
」
は
消
え

「国
語
」
は
な
ぜ
残
っ

た
の
か

J
］

言
。

しと

一
務
手

l
－沼
ー
」
－l
j

3

底
冷
い
－川
U
11
m
J
た

白カ

・

・

・

山

口

康
助
：
九凶一

一

｜

「日
本
史
」
と
「
円
本
一品川
」
の
謎
を
追
う
｜

L
I

E
E

u
f

B
E
E
S
E
B
E
B
E
E－－
H
在
外
日
本
人
H
と
な
っ
て
見
え
て
き
た
H
自
国
史
H
教
育
の
問
題
点

在
外
日
本
人
と
し
て
見
え
て
き
た
主
め
ら
れ
た
日
本
の
戦
後
史
：
・
：
黒
崎
彪
：
・
九六

他
国
民
の
視
点
を
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
る

j
i
－－：

：：
：

：
・
：
田
淵
五
十
生
：
一口一

論
調
9
小
西
正
雄
常
「
戦
後
民
主
主
義
と
教
脊
」
j

i
－－：
：：
j

i
－－－
j

i
－
－
－
伊
東
亮

三・
一口五

延
長
暗

官
nm尚
志
編
者
「
保
護
者
参
観
授
業
を
織
り
上
げ
る
社
会
科
と
っ
て
お
き
の
ネ
タ
」
：・
新

保

元
康
・一口
王

国

閣

門

川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川

①
歴
史
の
用
語
を
洗
い
直
す
＠

政
溝
橋
本
件
：
：
j

i
－－：
j
i－－
：
J

J
・
－
－
：
：
：：

：
；：
j
i
－－：
：
；
・
江
間
史
明
：
＼
日

①
世
界
史
の
窓
か
ら
社
会
科
を
考
え
る

＠

一
国
中
心
の
歴
史
を
超
え
る

ω：：
j
i－－・：
：
：
：
：
：
：
：
：
j
i－
－
：
：
星
村
平
和
；

ごロ

デ
ィ
ベ
l
ト
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る

／

＠

和
創
引
U
引
州
引
制
引
州
引
リ
リ

1J

腕
時
雄
一

ω
一一回一

国
間
国
閣
閣
開
閉
Vパ
仰
V

地
図

に

関
す
る
指
導
の
充
実
：
：：：：
J
J
・－：
j

i
－－
j

J

J
・－
：

北

俊

夫

：

・

二
八

刷
閣
閣
閣
附
間
関
川
間
附
附
附
凶
附
制
団
閣
制
凶
働
問

Vパ
仰
V

文
部
省

「ペ

ー

パ
ー
テ
ス
ト
調
査
」
の
問

題

例

1
1
第

1
学
年
｜
・溢

漂

文

隆

：

士
．z

圃
わ
が
教
室
の
H

社
会
科
研
究
最
前
線
H

＠
量
自
決
阜
の
巷
：
j

i
－
－
・
：
：
山
根
栄
次
・
：
三一一

圏
わ
が
県
の
情
報
・こ
こ
C
Mこ
の
授
業
あ
り
H

＠
命
的
四
国
の
巻

・：：

：・
北
村
久
夫
・
：
二一
回

・
研
究
会
案
内
「
モ
ノ
」
サ
ミ
ッ
ト
別
米
米

・
開
発
教
育
全
国
研
究
集
会
・
「
提
案
す
る
社
会
科
」
フ
ォ
ー
ラ

ム
聞
広
向
・
有
問
先
生
と
勉
強
す
る
会

・
生
活
科
教
育
全
国
大
会

・的
問
大
学
附
印
刷
担
保
松
中
学
校

・熊
本
大

学
附
属
中
川千校（
U
4

）／
山中H
芯
肝
市
谷
川
山
小
学
校
・
山
崎
津
市
久
史
小
学
校

・H
K

刑判
旧対
三
郷
小
学
校
（
九三）／
芥
川

大
学
附
純
白州
松
小
学
校（

リU
）

表紙写真・表3 1 枚の写兵から見えてくるこ と－ Jai~l:t,:ffる＝小西正雄／グラビア 任会科授業ーに使えるフォト
クイズ＝穣井英之／扉 fJ: {・ j¥;j校生の社会パロデイ総決＝深谷線ー／褒3下 今JIの教H'll元一覧／褒4 1受業
に使える「生活文化J関員!i＝蔵村裕一 目次写真＝北村久夫（134ベージにli｛介があります）
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社会科でr自国史Jをどう教え答か
惨日本人の自国史観教育一 再検討の謀題を問われたらー一 稲垣真澄 ・滝沢和，.. 

惨教科書にみる「自国史Jの扱い方一他国との関わり記述を中心に 馬居政 ・；

砂歴史イメージの“常識”を再検討する一一有田和正・占部賢志・渡辺憲二他

惨“新発見”でゆらいだ私の自国史像ー最近のトピックを追って 安藤豊他

砂先達が語る自国史教育の今昔 高山昌之・目賀回八郎

砂教科名「国史」は消え「国語」はなぜ残ったのか 山口康助

砂“在外日本人”となって見えてきた．自国史”教育の問題点 黒崎彪他

連載講座江間史明・星村平和・佐長健司・北俊夫・淀漂文隆他
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鑓業に使え~ r生活文佑」

札帆ili• I ’央l付＇］211＇~5 ＝州1小川 藤村裕一

縄文文化圏（東文化圏）のそば屋

（運輸，通信・文化を分かつ東・西文化圏 ）
j五輪・ i岳｛，：の..，：刊をしていくと．日 本， ，’はもとより lll: !N• l 1 と人 ・ 物 · ti'/ 何iが ＇ 1'·< fi(i日’xにけ
さ4とできる品川tらしい人々の l：犬とう7)Jが比えてくる。！＼U克もj1;p党もない険料。
しかし， rJJl状は？」というとそう ljlk;fiではないのll本は．新if.J• JHf・1怖いI＇.！＼！の州端

をつなげた線てヘ 点州 ；つの’u,r;l?ilに分かれているのである。屯ぷのj位以｜副主．米J；（を中心

としたJ,j.£11本泊，lfil創と大防止を小心にした11lill本j必，！,f;l!ilに分かれている。これは．刈lぬ.jffi・予

といった人の移動についても l 1iJHである。 この ：つの’u,r;1在｜は．文化的J.~ y~をもっ文化｜剖で

もある。 その・例肋仁 11ljの「うどん火；化 l であ り~.！の「そ（；！＇.文化」である。 ·， [i:,:,r；似て’fi',\I前！ と

~t帆のう どんM ・そば似の比率を比べてみると. fi,\I品J (.1: 1 ＞ .~L’込（ l : 99）とはっき

りj主う。州1I '1~ て’lまI込町の小交を出：し. ~l 11 ~では·；~さに必l< Jit'.tut!!でもfiっそ（；！＇.点地が多
いことと．的lI !Ifみと it'~11 !Ifみの込いなどがその1~）；（にある0 ・たは，この州文化l?ilと米文化

闘の起源Ii. ;:j；；；総Ii~ 集結j林が広がり本の%が少ないために焔作が必要であった111；’I：火；化附と，

iち ~~ll；築制林がU；がりふ・の実が多〈サケと いう Jl'j'1滋 t.tがあったため必ずしも稲作を必裂とし

ない制文文化l割にまで漫iる。｜正｜際Jll1fjl(.C7)1iii ＇こ．災文化をJll~両手し r; •fl:する u-：を身近な ：つの文

化聞の制lt)lHWf.からfiてたいものである。i欠｜”｜以降. ~£1llj ’u,r； 文化の泌いをあ’｛介する。

定価 620円
（本体 602円）

ff1.山内l~'l%• 'lti'.i;i1I< it乙II
• I・r.-nm 1：.~1'1t1λ1 1•;1 'l,q ~ 
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